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SS-004　心理学者はコロナとどう向き合うか？
企画代表者：青野　篤子（福山大学名誉教授）
話題提供者：秋本　倫子（東洋英和女学院大学）
話題提供者：坂西　友秀#
話題提供者：細見　直史#（公認心理師）
指定討論者：いとう　たけひこ（和光大学名誉教授）
指定討論者：荒尾　貞一#（北里大学）
　　司会者：田口　久美子（和洋女子大学）

　新型コロナウィルス感染症は，未知の病気であるがゆえに様々な社会の脆弱性をあぶりだした。感染
症，ウィルス，ワクチンについての科学的知見（エビデンス）は専門家の間でも異なるが，政府の対策
に都合のよい情報が流布され，人々をワクチン接種に駆り立てている。医療・教育関係者や心理職は個
人の意思とは無関係にワクチン接種を求められる。ワクチン接種を含むコロナ対策をめぐって，人々は
マスコミ，うわさ，身近な事例などによって賛成論・反対論・中立の立場をとると思われるが，それら
の間に対立や反目（極端な場合は差別）さえ生じている。また，長引く流行により，人々の働き方や対
話，児童・生徒・学生の学びのスタイルが変わり，人間関係やメンタルヘルスにも様々な問題が生じて
いる。このシンポジウムでは，いかに情報の偏りによって「コロナ禍」が作り出されてきたのか，そし
て「コロナ禍」が人々のメンタルヘルスにどのような影響を与えてきたのかについて話題提供をしてい
ただき，コロナをめぐる諸問題について広く心理関係者の皆さんと一緒に考えてみたい。
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SS-005　個人と社会をつなぐ階層横断的な学習と意思決定の基盤
企画代表者：中分　遥（高知工科大学／オックスフォード大学）
　　企画者：豊川　航#（コンスタンツ大学）
話題提供者：中分　遥（高知工科大学／オックスフォード大学）
話題提供者：加藤　郁佳#（理化学研究所�脳神経科学研究センター）
話題提供者：小倉　有紀子#（東京大学）
話題提供者：水野　景子（関西学院大学）
話題提供者：豊川　航#（コンスタンツ大学）
　　司会者：中分　遥（高知工科大学／オックスフォード大学）
　　司会者：豊川　航#（コンスタンツ大学）

　人間を含む生物は様々な意思決定をし，その結果から学習している。こうした決定や学習にはマイク
ロ・マクロな階層が存在する。マイクロな階層としては，個体内の判断や学習の成立に関わる神経基盤
などがある。また，マクロな階層では，動物群れや人間の社会集団を単位とする集合的意思決定，学習
結果が文化として集団に蓄積していくことなどを想定できる。また中間層（メゾレベル）として意思決
定が個人で完結するが利得構造が他者に依存する社会的ゲーム状況や 2者間相互作用どがある。本発表
では，異なる階層において判断や学習に関わる研究を紹介し，これらの階層の研究を貫く普遍的テーマ
や総合的視点に立つと生じる問題について議論する。


